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研究成果の概要（和文）：生産性、品質、製品多様性を高水準で同時成立させる生産システムは、

日本自動車企業の競争力要因と論じられてきた。ところが今日日本自動車企業は、車種の削減

（製品多様性の低下）へと動きはじめた。これはなぜか。本研究の解答は以下の通りである。 

主たる市場が低価格を最も重視するアジア市場へシフトし、また主たる競争相手が低コスト生

産に強い現代自動車や VW にシフトした。よって日本自動車企業は、低コストを重視した生産

システムの構築を迫られているのである。 

 
研究成果の概要（英文）：Until recent years, Japanese car companies had enhanced 

productivity, quality and product diversity at a time. As a result, they became 

internationally-competitive companies. But they begin to reduce product diversity, today. 

What accounts for this change? 

One is that the main market is shifting from Japanese or North American market to 

Asian market in which low-price cars are preferred. And the other is that Hyundai, VW are 

tough competitors for Japanese car companies. The competitors are good at low-cost 

production. 
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１．研究開始当初の背景 

トヨタやホンダが、これまでの強みである
多品種生産を捨てようとしていることに、強
い疑問をもった。 

 日本自動車企業の生産システムは新局面
をむかえているかもしれないという問題関
心であった。 

 

２．研究の目的 

 日本自動車企業の生産システムの展開を
論じ、そこに今日の少品種化の動きを位置付
けること。 

 

３．研究の方法 
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生産システムの転換の要因として、市場、
工場（生産拠点）、競争に着目し、これら 3
点について通時的考察を行った。 
 
４．研究成果 

(1)～(3)に分けて述べる。日本自動車企業
としてトヨタを取り上げる。 

なお図の出所は〔記入例〕において省略さ
れていたため、本報告書においても省略する。 
(1) 市場の変化 
① プレゼンス 
 日本、北米からアジアへとシフトしてきて
いる（図 1）。 
② 多様化 
 日本市場が最も早期に多様化し、多様化の
程度も極めて大きい。北米、中国がそれを追
ってきている（図 2、3、4）。 
 

図 1 トヨタ車地域別販売台数の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 日本におけるトヨタ車車名別販売台数
の推移 

 
 
図 3 米国におけるトヨタ車車名別販売台数
の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

図 4 中国におけるトヨタ車車名別販売台数 
の推移 

 

 
(2) 工場の変化 
 日本工場のみが多品種生産の拠点であり、
またその度合いを高めている（図 5,6,7）。 
 
図 5 日本におけるトヨタ車車名別生産台数
の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 トヨタの北米車名別生産台数の推移 

 
 
図 7 トヨタの中国車名別生産台数の推移 

 

 
(3) 競争の変化 
 トヨタは日本市場では圧倒的競争力を発
揮している（図 8）。北米市場ではトップクラ
スの競争力を発揮しており、ライバルは米国
企業である（図 9）。中国市場では VW に大差



 

 

をつけられ、現代自動車にも苦戦している
（図 10）。 
 
 

図 8 日本市場における企業別販売台数割合 

 
 
図 9 北米におけるグループ別販売台数 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 中国におけるグループ別販売台数 

 

 
(4) 総合 

日本市場、北米市場で高い競争力を発揮す
る生産システムであっても、最重要市場とな
りつつあるアジア市場では十分な競争力を
発揮できていない。市場と競争のこうした状
況がトヨタに対し、生産性（コスト）、品質、
製品多様性の全てに優れた生産システムか
ら生産性（コスト）を特に重視した生産シス
テムへの移行を迫っている。 
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